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本機は、当時業界最薄のエアコン室内機である。断熱設計や熱交換器アル
ミフィンへの親水処理などの技術開発により奥行17cmを実現した。スペー
スセーブ性、省エネルギー性、爽快性は、エアコン技術で重要な視点であ
る。エアコンが機能を発揮するためには狭い日本の家屋にも取り付けられ
る必要がある。スペースセーブ技術はそのための技術である。視覚的にも
インパクトを与える「薄さ」は家庭への普及を促進した。本資料はエアコ
ンの技術開発の一段階を示すとともに、「軽薄短小時代」の日本の家電製
品の特長を示す資料としても重要である。

一－ロ（国際的に見て日本の科学技術発展の独自性を示すもの）
二－イ（国民生活の発展、新たな生活様式の創出に顕著な役割を果たしたもの）

第 00287 号

薄型エアコン　霧ヶ峰 MS-22RJ

所 在 地
静岡県静岡市

三菱電機株式会社


